
決算プレゼンテーション資料

2025年3月期 第2四半期

2024年11月11日



2

∎ 本資料における表記

ローン・クレジットカード事業L・C事業
エム・ユー信用保証MUCG
前年同期比または前期比yoy
前期末比ytd
見通し(E)
EASY BUY Public Company LimitedEB､EASY BUY
ACOM CONSUMER FINANCE CORPORATIONACF

∎ 免責事項

本資料の数値のうち、過去の事実以外の当社グループの計画、方針
その他の記載にかかわるものは、本資料の発表日現在において入手可
能な情報等に基づいて作成したものであります。しかしながら、当社グ
ループの事業展開上リスクとなる可能性がある要素が複数存在しており、
実際の業績等は大きく異なる可能性があります。
また、利息返還請求の動向は、外部環境の変化等に影響を受けやす

いことから不確実性が高く、その影響として利息返還損失引当金繰入
額を計上する場合があります。
最終の業績はこれらのリスクを含むさまざまな要因によって予想数値と

異なる可能性があります。

∎ 本資料に関するお問い合わせ

アコム株式会社 広報・IR室
(03)6865-6474
ir@acom.co.jp
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事業環境

• タイ王国においては、家計債務の高止まりにより個人消費が伸び悩んだものの、
インバウンド需要の拡大に伴い、緩やかな経済成⾧が継続

• タイ中央銀行が施行した広告宣伝や顧客救済等に関するレスポンシブルレンディング規制*¹の影響に注視が必要

• フィリピン共和国においては、雇用環境改善に伴う失業率の低下など、緩やかな経済成⾧が継続

• マレーシアにおいては、インバウンド需要及び個人消費の回復に伴い、今後も底堅い経済成⾧を期待

• 雇用・所得環境の改善が続くなかで、政府による各種政策もあり、景気の緩やかな回復が継続

• 各国の金融市場・経済の変動等により海外景気が下振れ、わが国の景気を押し下げるリスクは存在しており、
これらが個人消費や金融市場へ与える影響については引き続き注視が必要

• ノンバンク市場では、資金需要の活況な動きが継続しているものの、個人消費による影響が大きいことから、今後の動向を注視

国内

海外

*1 家計債務を減らすための施策のひとつ



9,578 10,406

12,421
13,202

2,362
2,550

24,441
26,248

6.2%
(ytd 3.8%)

7.4%
(ytd 3.7%)

23/9 24/9

連結決算概要(業容)
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国内事業の新規顧客および追加利用が好調だったことや、円安バーツ高の為替影響により、順調に業容拡大
連結営業債権残高は、前期比＋6.6%(＋約1,670億円)の通期計画に対して、

前期末比＋3.7%(＋約900億円)の2兆6,248億円

連結
営業債権残高

2兆6,248億円
(yoy＋7.4%)

ローン・クレジット
カード事業

1兆406億円
(yoy＋8.6%)

信用保証事業 1兆3,202億円
(yoy＋6.3%)

海外金融事業 2,550億円
(yoy+8.0%)

(億円)L・C事業 信用保証事業 海外金融事業 yoyその他

9,145 10,013 10,725

12,128 12,782 13,701

2,194
2,432

2,46123,545
25,310

26,979

4.9%
7.5% 6.6%

23/3 24/3 25/3(E)



( )

( )

( )

( ) ( )

連結決算概要(業績)
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営業収益は、業容拡大に加え、円安の為替影響を受けたことから計画比＋1.6%(前年同期比＋8.3%)の1,562億円
営業利益は、計画比+13.0%(前年同期比+8.6%)の480億円
親会社株主に帰属する当期純利益は、計画比+15.7%(前年同期比+9.4%)の298億円

営業収益 営業利益

1,562億円
yoy＋8.3%

進捗率49.9％

連結

836億円
yoy＋9.6%

進捗率49.7％

ローン・クレジットカード事業

373億円
yoy＋7.2%

進捗率48.6％

信用保証事業

322億円
yoy＋7.3%

進捗率51.9％

海外金融事業

480億円
yoy+8.6%

進捗率55.1％

連結

261億円
(yoy+30.9%)

ローン・クレジットカード事業

109億円
(yoy▲4.8%)

信用保証事業

102億円
(yoy▲25.4%)

海外金融事業

( )
親会社株主に帰属する

当期純利益 298億円
yoy+9.4%

進捗率53.7%

+15.7％

+1.6％
2Q計画比

+13.0％
2Q計画比

2Q計画比



ローン・クレジットカード事業｜業容・業績
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新規顧客および既存顧客の利用が好調であったことから、営業債権残高は前年同期比＋8.6%の1兆406億円
営業収益は業容拡大を主因に、同＋9.6%の836億円
営業利益は、同+30.9%の261億円

∎ 営業利益

8,452 9,099 9,368

1,126
1,307 1,357

9,578
10,406 10,725

8.0%
(6.7%)

8.6%
(7.7%)

7.1%
(6.3%)

23/9 24/9 25/3(E)

ローン クレジットカード yoy

687 747

1,50275 88

182

763 836

1,685

5.7% 9.6% 8.0%

23/9 24/9 25/3(E)

ローン クレジットカード yoy

200
261

▲16.8%

30.9%

23/9 24/9

営業利益 yoy
(億円、()内はローン)

(億円) (億円)

∎ 営業収益∎ 営業債権残高



95 92

19 16

115 109

▲12.3%
▲4.8%

23/9 24/9

アコム MUCG yoy

信用保証事業｜業容・業績
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新規顧客および既存顧客の利用が好調であったことから、信用保証残高は前年同期比＋6.3%の1兆3,202億円
営業収益は、業容拡大に加え、保証料率の定期的な見直しにより、前年同期比＋7.2%の373億円
営業利益は、貸倒関連費用の増加により、同▲4.8%の109億円

10,682 11,314 11,700

1,739 1,887 2,001
12,421 13,202 13,701

4.4% 6.3% 7.2%

23/9 24/9 25/3(E)

アコム MUCG yoy

291 311

64057 62

128

348 373

768
6.8%

7.2%

8.5%

23/9 24/9 25/3(E)

アコム MUCG yoy

∎ 営業収益∎ 信用保証残高 ∎ 営業利益
(億円) (億円) (億円)



36
25

43

17.1%

▲29.7% ▲26.5%

23/9 24/9 25/3(E)

営業利益 yoy

海外金融事業(EASY BUY)｜業容・業績
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 タイ王国のEASY BUY(現地通貨ベース)の営業債権残高は、同＋0.9%の577億バーツ
営業収益は、同＋0.5%の74億バーツ
営業利益は、貸倒関連費用の増加を主因に、同▲29.7%の25億バーツ

(億バーツ)(億バーツ)

73 74

149

1.9%

0.5% 0.1%

23/9 24/9 25/3(E)

営業収益 yoy (億バーツ)

∎ 営業収益∎ 営業債権残高 ∎ 営業利益

* 営業債権残高は営業貸付金残高と割賦売掛金残高の合計

571 577 587

2.5% 0.9% 1.0%

23/9 24/9 25/3(E)

営業債権残高* yoy



資本政策(配当状況)

10*1 連結総資産に信用保証残高を加算して算出した自己資本比率

2025年3月期末に目指す姿

株主還元

自己資本 収益力

: 10% 程度ROE

: 25% 程度自己資本比率*¹

:配当額

: 35% 程度配当性向

(安定的、継続的な配当を目指す)
未定

ROE 9.3%収益力

営業収益:1,562億円 計画比+1.6％

営業利益:480億円 計画比+13.0％

自己資本比率*¹ 23.7%自己資本

目標とする25％に向けて積み上げ

中間配当 7円 期末配当 7円株主還元

想定以上の業容拡大、新規獲得ができたことを踏まえ
中間配当7円、期末配当予想7円（変更なし）

通期の配当性向は39.4％となる見込み

資本政策の基本的な考え方:財務健全性の維持向上と株主還元の拡充を図る
配当の基本的な考え方:高い収益力と適正な自己資本のもと、株主還元の拡充を図る

2024年9月末時点
(中期経営計画策定時)



2025年3月期 トピックス
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94 106 113 118 120 125 134
75 112 134

215 202

192
218 221 234 242 255 261

179
233

309

430
375

50.6 51.4 50.2 48.6 46.6 46.2 48.1

61.6 64.9
57.3

45.4 42.2

14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 24/9 25/3(E)

第2四半期 通期 新規獲得単価

トピックス｜新客数
通期計画は前期と比較してペントアップ需要の影響が徐々に落ち着いていくことを前提に、37.5万件と設定
新客数は通期計画に対して20.2万件と順調に進捗
新規獲得単価は４万２千円と効率性を確保

12

新型コロナウィルス感染症の
影響期間

(千件/千円)



トピックス｜貸倒損失 ローン・クレジットカード事業
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新規集客が好調に推移していることから、貸倒発生率の高い取引期間の短いお客さまの構成比が上昇し、貸倒損失が増加
貸倒損失率は好調な新規獲得を背景に上昇しているものの、想定の範囲内で推移

160 131 141 168 196

401

292
264

292

354

3.39%

3.04%
3.20%

3.54%
3.77%

21/3 22/3 23/3 24/3 24/9 25/3(E)

第2四半期 通期 貸倒損失率 (億円)



トピックス｜貸倒損失 信用保証事業
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 ローン・クレジットカード事業と同様に、好調な新規集客を主因に貸倒損失が増加
貸倒損失率は好調な新規獲得を背景に上昇しているものの、想定の範囲内で推移

130 99 108 128 149

252
209 222

267
297

2.37%

1.96% 2.02%

2.31%
2.50%

21/3 22/3 23/3 24/3 24/9 25/3(E)

第2四半期 通期 貸倒損失率 (億円)



トピックス｜貸倒損失 EASY BUY(タイ王国)
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 ノンバンク*市場におけるNPL率は、足もとでは改善。EASY BUYのNPL率は低位で推移
貸倒損失額は、前年同期比+14.1％の28億バーツ

∎ NPL率 ∎ 貸倒損失額(現地通貨ベース)

2.89%

2.99%

5.87%

3.77%

2.35% 2.50% 2.73% 2.50%

21/12 22/12 23/12 24/6

ノンバンク* EASY BUY

23 27 29 25 28

36

48 51 50

▲9.1%

33.2%

6.2%
▲2.0%

14.1%

21/3 22/3 23/3 24/3 24/9

第2四半期 通期 yoy (億バーツ)



4,100
3,400 3,400 3,100 2,900

2,300

▲18.0%
▲26.1% ▲22.7%

▲29.5% ▲29.3% ▲32.4%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

利息返還請求件数 yoy

24/3 25/3

11,600 10,400 9,600 7,500 5,200

22,100 
20,500 

18,400 

14,000

▲10.5% ▲7.2% ▲10.2%
▲23.9% ▲30.7%

21/3 22/3 23/3 24/3 24/9

第2四半期 通期 yoy
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 2025年3月期の請求件数は、前期比▲25%程度を予想
当第2四半期までの請求件数は、前年同期比▲30.7％の5,200件

(件) (件)

∎ 年度別推移 ∎ 四半期別推移

トピックス｜利息返還請求件数



トピックス｜エンベデッド・ファイナンス
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2024年6月

2024年10月

子会社GeNiEがシステムリリース

 資金移動事業者が貸金業者の代理店となった国内初のケース

 Kyashが提供するデジタルウォレットアプリ内に「マネーのランプ」を導入し、GeNiEからの借入による入金が可能に

株式会社Kyashと業務提携契約を締結 ×

 Webやアプリを通じてサービスを提供する事業会社を対象に、組込型金融サービス「マネーのランプ」を提供

 事業会社が既存サービス上で、自社のブランド名によるレンディング機能の提供が可能に



JCB１

アコム２

楽天カード３

オリックスグループ４

三井住友カード５
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「マイナビ・日経 2025年卒

大学生就職企業人気ランキング」の

業種別部門*において過去最高位を獲得

２第 位

* クレジット・信販・リース・その他金融部門

新卒採用 福利厚生

トピックス｜外部評価と社内環境整備

4.9％

定期昇給を含む給与ベースアップ

家族の介護・看護の支援を目的に、

人事制度の見直し

働きがいを高めるための動機づけ

働きやすい職場環境の構築

(前期5.2％)



発行体格付(R＆I) 発行体格付(JCR)
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格付投資情報センター(Ｒ＆Ｉ)より取得している

信用格付において、2022年4月に2ノッチ、

2024年2月に1ノッチの累計3ノッチアップ

R&I

AA⁻

トピックス｜信用格付の格上げ

JCR

AA⁻

株式会社日本格付研究所(ＪＣＲ)より

取得している信用格付において、

2024年5月に1ノッチアップ



2025年3月期 第2四半期 決算補足



1,705
1,855

733 875

10.5% 8.8%

23/9 24/9

8,452 9,099

1,126
1,307

9,578
10,406

8.0%
(6.7%)

8.6%
(7.7%)

23/9 24/9

ローン・クレジットカード事業｜業容
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新規顧客および既存顧客の利用が好調であったことから、営業債権残高は前年同期比＋8.6%の1兆,406億円
利用者数は同＋8.8%の1,855千件

* クレジットカード事業の利用者数は、有効会員数

∎ 営業債権残高 ∎ 利用者数*

(億円、()内はローン) (千件、()内は貸付単価(千円))

(489)(494)

8,109 8,790 9,368

1,035
1,223

1,3579,145
10,013

10,725

5.0%
(3.5%)

9.5%
(8.4%)

7.1%
(6.6%)

23/3 24/3 25/3(E)

ローン クレジットカード yoy

1,609
1,790 1,860

629 822 863

6.2% 11.2%
3.9%

23/3 24/3 25/3(E)

ローン クレジットカード yoy

(502) (490) (503)



ローン・クレジットカード事業｜業績
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営業収益は業容拡大を主因に、前年同期比＋9.6%の836億円
営業利益は、同+30.9%の261億円

∎ 営業収益 ∎ 営業利益

(億円) (億円)

1,318 1,402 1,502

133 157
1821,451

1,560
1,685

2.0%
7.5% 8.0%

23/3 24/3 25/3(E)

ローン クレジットカード yoy

406 417

2.7%

23/3 24/3

営業利益 yoy

200
261

▲16.8%

30.9%

23/9 24/9

687 747

75 88
763 836

5.7% 9.6%

23/9 24/9



ローン・クレジットカード事業｜新客数
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新客数は、前年同期比▲5.6%の202,931件
広告宣伝費は、同▲15.9％の85億円

∎ 新客数(無担保) ∎ 広告宣伝費(アコム)

(件) (億円)

309,619

430,377
375,000

32.6% 39.0%

▲12.9%

23/3 24/3 25/3(E)

新客数 yoy

177
195

173

17.2% 10.0%
▲11.5%

23/3 24/3 25/3(E)

広告宣伝費 yoy

215,003 202,931

60.3%

▲5.6%

23/9 24/9

101
85

23.1%
▲15.9%

23/9 24/9



ローン・クレジットカード事業｜利回り・貸倒損失
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 ローン・クレジットカード事業の期中平均利回りは、前年同期比＋8bpsの14.81%
貸倒損失率は、業容拡大を主因に同＋25bpsの3.77%

*1 クレジットカードにおける利回りはリボルビング残高と手数料より算出 *2 貸倒損失額および損失率は利息返還請求に起因する債権放棄分を除く *3 貸倒損失率の23/9および24/9は年率換算

∎ 期中平均利回り*1 ∎ 貸倒損失額・損失率*2

(億円)ローン クレジットカード ローン・クレジットカード ローン クレジットカード 貸倒損失率*3

14.88% 14.97%

13.07% 13.14%

14.70% 14.77%

23/3 24/3

250
297

41
56292

354
3.20%

3.54%

23/3 24/3

14.93% 15.03%

13.12% 13.14%

14.73% 14.81%

23/9 24/9

142 163

25
33

168
196

3.52%
3.77%

23/9 24/9



ローン事業｜不良債権

25

不良債権残高は、前年同期比▲15億円の670億円
不良債権比率は、同▲75bpsの7.36%

*1 貸倒損失率は、利息返還請求に起因する債権放棄分を含む *2 貸倒損失率の23/9および24/9は年率換算

∎ 不良債権 ∎ 不良債権比率・ローン貸倒損失率*1

(億円)破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
三月以上延滞債権
貸出条件緩和債権

不良債権比率 ローン貸倒損失率*2

409 411

228 226

669 671

23/3 24/3

8.25%
7.63%

3.50% 3.71%

23/3 24/3

8.11%
7.36%

3.74% 3.84%

23/9 24/9

417 399

230 235

685 670

23/9 24/9



信用保証事業｜業容

26

新規顧客および既存顧客の利用が好調であったことから、信用保証残高は前年同期比＋6.3%の1兆3,202億円
利用者数は同＋6.5%の1,967千件

∎ 信用保証残高 ∎ 利用者数

(億円) (千件)

10,444 10,984 11,700

1,683 1,797
2,001

12,128 12,782
13,701

3.4%
5.4%

7.2%

23/3 24/3 25/3(E)

アコム MUCG yoy

1,555 1,625 1,733

258 272
313

1,813 1,898
2,046

1.6%
4.6%

7.8%

23/3 24/3 25/3(E)

アコム MUCG yoy

10,682 11,314

1,739 1,887
12,421 13,202

4.4%
6.3%

23/9 24/9

1,584 1,670

262 296
1,847

1,967

3.0%

6.5%

23/9 24/9



1,584 1,670

3.1%
5.4%

23/9 24/9

1,555 1,625 1,733

1.7%
4.5%

6.6%

23/3 24/3 25/3(E)

利用者数 yoy

信用保証事業｜業容(アコム)

27

 アコム単体の信用保証残高は前年同期比＋5.9%の1兆1,314億円
利用者数は同＋5.4%の1,670千件

∎ 信用保証残高 ∎ 利用者数

(億円) (千件、()内は貸付単価(千円))三菱UFJ銀行 地方銀行等 yoy

(677)(673)
5,415 5,483

5,029 5,501

10,444 10,984 11,700

3.2%
5.2%

6.5%

23/3 24/3 25/3(E)

(671) (675) (674)
5,429 5,521

5,252 5,792

10,682 11,314

4.2%
5.9%

23/9 24/9



信用保証事業｜業績

28

営業収益は、業容拡大に加え、保証料率の定期的な見直しにより、前年同期比＋7.2%の373億円
営業利益は、貸倒関連費用の増加により、同▲4.8%の109億円

∎ 営業収益 ∎ 営業利益

(億円) (億円)

552 592 640

109 115
128662

707
768

5.4%
6.8%

8.5%

23/3 24/3 25/3(E)

アコム MUCG yoy

220 189

36
37

256
226

6.9%

▲11.6%

23/3 24/3

アコム MUCG yoy

291 311

57 62
348 373

6.8% 7.2%

23/9 24/9

95 92

19 16

115 109

▲12.3% ▲4.8%

23/9 24/9



信用保証事業｜求償債権・貸倒損失(アコム)

29

求償債権は、前年同期比＋0.8%の591億円
貸倒損失率は、同＋22bpsの2.50%

*1 求償債権残高とは、保証履行未償却債権残高 *2 貸倒損失率の23/9および24/9は年率換算

∎ 求償債権残高*1 ∎ 貸倒損失額・損失率

(億円) (億円)貸倒損失額 貸倒損失率*2

571 583

4.9%
2.0%

23/3 24/3

求償債権残高 yoy

222
267

2.02%
2.31%

23/3 24/3

128 149

2.28%
2.50%

23/9 24/9

586 591

4.3% 0.8%

23/9 24/9



マレーシア
ACOM (M) SDN. BHD.

100.00%:出資比率
2021年7月:設立年月
無担保ローン事業:事業内容

海外金融事業｜グローバル事業基盤

30

タイ王国
EASY BUY Public Company Limited

71.00%:出資比率
1996年9月:設立年月
無担保ローン事業、インストールメントローン事業:事業内容

フィリピン共和国
ACOM CONSUMER FINANCE CORPORATION

80.00%:出資比率
2017年7月:設立年月
無担保ローン事業:事業内容



海外金融事業｜営業債権残高*1

31

営業債権残高(円ベース)は、EASY BUYの業容拡大に円安の影響が加わり、前年同期比＋8.0%の2,550億円
 タイ王国のEASY BUY(現地通貨ベース)の営業債権残高は、同＋0.9%の577億バーツ

*1 営業債権残高は営業貸付金残高と割賦売掛金残高の合計 *2 為替レート(バーツ) :4.07円(23/9)、4.36円(24/9) 、為替変動 : ＋0.29円

∎ 海外金融事業(円ベース)*2 ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)

(億円) (億バーツ)

為替影響 +167億円

2,160 2,400 2,425

34
31 352,194

2,432 2,461

13.8% 10.8%
1.2%

23/3 24/3 25/3(E)

EASY BUY ACF yoy

為替影響 +189億円

568 581 587

2.2% 2.2% 1.0%

23/3 24/3 25/3(E)

営業債権残高 yoy

2,327 2,516

34
33 2,362

2,550

8.4% 8.0%

23/9 24/9

571 577

2.5% 0.9%

23/9 24/9



海外金融事業｜営業収益

32

営業収益(円ベース)は、EASY BUYの業容拡大に円安の為替影響が加わり、前年同期比＋7.3％の322億円
 EASY BUY(現地通貨ベース)の営業収益は、同＋0.5%の74億バーツ

*1 報告セグメント別の営業収益 *2 為替レート(バーツ) : 3.95円(23/9)、4.21円(24/9)、為替変動 : ＋0.26円

∎ 海外金融事業(円ベース)*1*2 ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)

(億円) (億バーツ)

為替影響 +20億円

550 601 603

14
17 18

565
618 621

10.3% 9.5%
0.3%

23/3 24/3 25/3(E)

EASY BUY ACF yoy

為替影響 +43億円

146 148 149

▲0.1%

1.4%
0.1%

23/3 24/3 25/3(E)

営業収益 yoy

292 312

8 9
300 322

10.8% 7.3%

23/9 24/9

73 74

1.9% 0.5%

23/9 24/9



210 236

▲10 ▲7

196
223

7.3% 13.7%

23/3 24/3

海外金融事業｜営業利益

33

営業利益(円ベース)は、前年同期比▲25.4%の102億円
 EASY BUY(現地通貨ベース)の営業利益は、貸倒関連費用の増加を主因に、同▲29.7%の25億バーツ

* セグメント利益

∎ 海外金融事業(円ベース)* ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)

(億円) (億バーツ)

56 58

43

0.2% 4.4%

▲26.5%

23/3 24/3 25/3(E)

営業利益 yoyEASY BUY ACF yoy

143
107

▲4 ▲2

136
102

27.6%

▲25.4%

23/9 24/9

36
25

17.1%

▲29.7%

23/9 24/9



利息返還請求件数*

34

当第2四半期までの請求件数は、前年同期比▲30.7%の5,200件
 2025年3月期の請求件数は、前期比▲25%程度を予想

* 利息返還請求件数は、弁護士・司法書士受任債権発生件数のうち、当社が利息制限法に基づいて再計算した結果、利息返還金が発生する件数(再受任分を含む)

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

18,400件（yoy▲10.2%） 14,000件（yoy▲23.9%） 5,200件（yoy▲30.7%）

(件)

5,000 4,600 4,400 4,400 4,100
3,400 3,400 3,100 2,900

2,300

▲7.4% ▲8.0%
▲17.0%

▲8.3%
▲18.0%

▲26.1% ▲22.7%
▲29.5% ▲29.3% ▲32.4%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

利息返還請求件数 yoy



利息返還損失

35

当第2四半期までの取崩しは、前年同期比▲14.1%の119億円
当第2四半期における追加繰入れはなく、引当金残高は183億円
 2025年3月期の取崩額は、追加繰入時に想定したシナリオでは前期比▲15%程度を予想

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

284億円（yoy▲3.4%） 273億円（yoy▲3.9%） 119億円（yoy▲14.1%）

(億円)

66 64 58 61 62 61 60 60 52 55

8 8 8 7 8 7 6 6
5 6

75 73 67 69 70 68 66 67
57 61

6.7%

▲10.2% ▲9.9%
1.7%

▲5.5% ▲6.2% ▲0.5% ▲3.0%

▲18.2%
▲9.7%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

利息返還金 貸倒損失(債権放棄) yoy



貸倒関連費用

36

貸倒関連費用(連結)は、アコム単体およびEASY BUYの増加により、前年同期比＋14.5%の532億円
 EASY BUYの貸倒関連費用は同+74.5%の118億円

∎ 貸倒関連費用(連結) ∎ 貸倒関連費用(EASY BUY)

(億円) (億円)

現地通貨ベースのyoy

▲3.4%0.8%

アコム EASY BUY yoyその他 貸倒損失額 貸倒引当金増減額 yoy

63.7%▲22.1%

565 
709 

183 
191 

805 

979 
1,089 

17.7% 21.7%
11.2%

23/3 24/3 25/3(E)

194 205

▲10 ▲14

183 191

9.9% 4.0%

23/3 24/3351 382

67
118

465
532

25.9%
14.5%

23/9 24/9

99 120

▲31 ▲2

67
118

▲15.7%

74.5%

23/9 24/9



▲10351
＋49 ▲8

382

33.1%
8.8%

23/9 24/9

660
718

98 109

23/9 24/9

貸倒関連費用(アコム)

37

貸倒関連費用は、業容拡大を主因に、前年同期比＋8.8%の382億円

∎ 貸倒関連費用 ∎ 貸倒引当金・債務保証損失引当金(億円)

貸倒損失 貸倒引当金増減額 債務保証損失引当金増減額

＋35億円当2Q:
＋43億円－) 前2Q:
▲8億円ネット:

貸倒引当金 債務保証損失引当金

(億円)

yoy

ytd
+43億円

ytd
＋35億円

▲8億円

617
683

749

86 108 128

23/3 24/3 25/3(E)

yoy
+44億円

yoy
＋66億円

＋22億円

＋28億円L・C
+20億円信用保証



25 30

13
17

40

49

58
▲22.3%

22.8% 17.7%

23/3 24/3 25/3(E)

金融費用

38

金融費用(連結)は、前年同期比＋23.3%の27億円
金融費用(アコム)は、同＋30.4％の18億円

∎ 金融費用(連結) ∎ 金融費用(アコム)

(億円) (億円)アコム EASY BUY yoyその他

25
30

38

▲20.7%

19.5% 23.2%

23/3 24/3 25/3(E)

金融費用 yoy

14 18
7

9
22

27

8.9%
23.3%

23/9 24/9

14
18

3.2%

30.4%

23/9 24/9



金融費用｜資金調達残高(アコム)

39

資金調達残高は前年同期比＋604億円の6,081億円
期中平均調達金利は、同+8bpsの0.61%

∎ 資金調達残高 ∎ 借入先別構成比

(億円)

三菱UFJ銀行 38.9%

直接調達
27.1%

間接調達
72.9%

固定金利比率
80.8%

⾧期借入比率
95.9%

1年以内返済予定額
1,991億円

間接 直接 期中平均調達金利

3,751 4,234 4,151

1,299
1,649 2,200

5,051
5,884

6,351

0.52%
0.56%

0.61%

23/3 24/3 25/3(E)

3,927 4,431

1,549
1,649

5,477
6,081

0.53%

0.61%

23/9 24/9
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質疑応答 

 
Q1： 
A1： 

資本政策について、今後の方針は？ 
○今期が中計最終年度であるため、来期以降の資本政策については足もとで議論を進め

ている。株主還元については、今後も注力していきたい。 
 

Q2： 
 
A2： 

利息返還損失引当金について、競合他社では多額の引当を行う報道があったが、御社の 
方針は？ 
○当社は、３年に１度の中期経営計画策定時に必要引当金の見積方法変更の必要性を再

評価するとしており、そのタイミングが今期末である。 
○上期の取崩額は約 120 億円、引当金残高は約 180 億円である。足もとの状況を勘案す

ると、引当金を繰入れる可能性がある。現在、監査法人と議論を行っているが、過去の方

針から大きく変更することは今のところ考えていない。 
 

Q3： 
A3： 

申込数が高水準で推移しているなか、新客数が減少している理由は？ 
○過去と比較すると、足元においては契約すべきでないお客さまからの申込みが若干増加

している。 
 

Q4： 
A4： 

契約すべきでないお客さまが増加しているとは、お客さまの属性に変化がでているのか？ 
○過去と比較すると、女性の割合が増加しているものの、お客さまの収入面や雇用区分に

変化はない。 
 

Q5： 
A5： 

貸倒引当金の繰入れペースが落ち着いたように見えるが、どのような要因か？ 
○債権ポートフォリオの良化などを背景に貸倒引当金の繰入れは落ち着いてきている。 
 

Q6： 
A6： 

エンベデッド・ファイナンスの今後の展望は？ 
○年末に向けていくつかの新しい提携ができるよう、足もとで業務提携先の開拓を推進して

いる。 
○アコムのローン事業とエンベデッド・ファイナンスとの大きな違いは、資金需要のある方を

顧客基盤として持つアプリやホームページにローン機能を埋め込めることである。 
 

Q7： 
 
A7： 

その他の営業費用について、通期計画に対して第２四半期までの進捗率が 46.8％に留ま 
っているが、期ズレの費用などがあるのか？ 
○一定の金額に関しては期ズレが発生している。 
 



2 
 

Q8： 
A8： 

バンク業態の市場成長について、コロナ禍前の水準に戻っていない理由は？ 
○各銀行のカードローンへの力の入れ具合によるところが大きいと考えている。 
○保証していない銀行の状況は把握できないが、当社が保証提携している銀行 30 行のう

ち、銀行カードローンに力を入れている提携先は非常に力強い残高伸長をしている。 
 

以上 


